シンコウ カイコウシキ オヨビ カンセイ ノ カイセイ ナド (シンコウ ケンチク ト ソノゴ ノ ダイゴ コウトウ チュウガッコウ ; ダイ2セツ) by 第五高等學校開校五十年記念會 et al.
熊本大学学術リポジトリ










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ilLriJi￣一プし ￣￣卍＝ 兵式魑操一・ 一一ﾉI 同上一￣－つﾉI 同上一ﾉｴ ￣￣プし 同上￣－－－ －－プし 同上一－一一￣ ￣プし一一・ 一一－ ＝ 一論理、心理 －－●同上１－’-－－ -－大意ロー］ －－大財総意配論財、等及'生￣￣同上I￣ 星大地等陽球系 、､天伍艘星大地等陽系球、､天恒題論理、心理 同上
》鵬蝉雌 顯徴鏡参観財産購入代金交附二十三年度の入學試験と教科書目
旨の通知が來てゐる。
○本課程〈賞分試一一施行スルモノナリ
然るに、同年五月十一・十二の両日、熊本醤學會開會を期として、十一日午前八時より、測候所、顧徴鏡（忘
吾會肚に於て）、薬品標本・人鵠解剖及器械等（春雨篝に於て）、薬學校、私立病院、鎭臺病院等の参観希望者に
は、同會より邇券還付の旨通知があり、顯微鏡参観に至っては、當時の文化を物語るものであらう。因みに同年
六月一一十一一一日以後は▽私立熊本病院より、嘗長白江規矩三郎氏出校、毎週金曜日正午より生徒の診察に賞るべき
内
閣
総
理
大
臣
伯
爵
山
縣
有
朋
文
部
大
臣
芳
川
顯
正
今、高等中學校官制に就いて二一一一述ぶれば、第一條に、「高等中學校ハ文部大臣ノ管理二闇シ高等ノ普通教育ヲ
授ケ及大學竝高等専門學科ノ學習一一須要ナル豫備ヲ爲サシムル所トス云々」第二條に、「高等中學校ハ法科文科理
科警科工科商科等ノ専門學部ヲ設クルコトヲ得」と定められ、職員に關しては、第一｜一條に、學校長・教授・助教
授・幹事・舎監・書記と定め、從來の教頭を除き、教諭を教授と改め、且、第五催を以て、「教授ハ生徒ノ教授ヲ
掌ルー室を」と示され、第六條には、「幹事ハ専任官ハ各學校一人トス學校長ノ指揮ヲ承ヶ庶務會計ヲ幹理ス」、第
七催には、「舍監ハ専任官ハ各學校一・一人トス墨校長又ハ幹事ノ指揮ヲ承ヶ生徒ノ取締二關スル事ヲ掌ル」と定めら
れ、第九條を以て、教授を一一一十人、助教授を一一人、書記を十人と定め、第十條を以て、専門學部主事を置くこと
シし、第十一條を以て、「文部大臣ハ校務上ノ須要一一依り各學校一一商議委員會ヲ設クルコトァルヘシ其委員ハ文部
大臣一一之ヲ命ス」と規定してあるが、後年（明治一一一十九年）の評議委員會に相賞するものであらう。
而して本校には、明治一一十一一一年度特別會計歳入歳出豫算追加として、資金部より財産購入代金一萬一一千一一一百九
十一一一回四十七銭九厘が交付された。
一一十三年度の入墨試験に關して、九月五日の掲示には、
一習字科（漢）一一ハ筆墨及硯を携フペシ
ー習字科（英）一一ハペン及ピィンキヲ携フペシ
一四一一一
第三章新校建築と其後の第五高中等畢校
而して明治二十三年十月十四日には、勅令を以て、左の如く直轄學校官制の改正が公布せられた。
勅
令
朕文部省直轄諸學校官制ノ改正ヲ裁可シ弦一一之ヲ公布セシム
御名御璽明治一一十三年十月十四日
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書
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１
日
１
二
十
一
年
の相談倉
商議委員
規程 諮問委員
衛と野村
校長の意
見
第五催商議委員會ハ學校長ヲ以テ會長トシ委員半數已上出席スレハ議事ヲ結了スルコトヲ得
第六條商議委員ハ五ヶ年ヲ以テ任期トス任期満ツルノ後時宜一一依り更二勤績ヲ命スルコトァルヘシ
而して該訓令は、明治三十四年五月一一十一一日、時の文部大臣松田正久氏の名を以て之を慶止せられるまで、十餘
年の間行はれてゐた筈であるけれども、前言の通り、本校に在りては、組織の範園も魔く、従って、協議の事項
も多つたわけである。即ち本枝に於ける商議委員會は二一十年八月の相談會であり、又、その後に於ける協議會
であるので、當時の記録も「相談會議録」と題せられてゐるくらゐである。
明治二十一年の相談會は、十月五日午前九時、本校より、野村校長・西邨教頭・大橋幹事・吉田欝學部長、校
外よりは，黒田鹿兒島縣專常師範學校長兼學務課長外一一十七名出席（熊本高等小學校長坂口元雄の名あるは特例）
の上開會。勢頭、野村校長は参會者の夢を縞ひたる後、木曾を開いたのは、軍ｂ零常中學校に稗盆するのみなら
ず、九州一般の教育上にも鴻盆を起し、國家教育上大いなる影響を來すものと老へる旨を述べ、次いで配布せる
一一一筒條（第一項入墨試業の成績に關するもの、第一一項器械鵠操に關するもの、第一一一項商議委員に關するもの）に
就いて質問應答した後、商議委員を廣く各縣より選學する件に就いては、一人を除く殆ど全数の起立賛成を得て
可決し、相談會を年一同開くの件に就いては、過半数の起立賛成を以て、口頭の約束に止めかして、今後成文と
爲すことに定め、小山健三・藤崎熊雄（熊本縣學務課）の一一名を起草委員に指名することとして、正午閉會。
第一一日は、翌六日午前九時開會、起草原案八項に就いて慎重審議の後修正可決し、七日は日曜日に付休會して、
八日午前九時再開。先日配布せる相談の件に警らんとするに先だち、大橋幹事は、協議會規約は既に議決せられ
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一四七
曇に第二章第四節に記した通り、本校に於ては、明治二十年八月、第五厘地方九州各縣の關係者と相談會を開
き、その席上、野村校長は：高等中學校に諮問委員なるものを設くくし、と文部大臣よりの達しがあり、既に他
の高等中學校に於ては、教頭幹事激論等を以て組織せし所も有るが、それでは範園狹く、且、常務を議すろと同
一の状態なので、富枝に於ては、諮問委員を廣く九州各縣より組織して、年一同會合を乞ひ、生徒養成上の得失
を研究し、以て大臣の意に副ひ土いと思ふが、其の可否に就いて御商議を煩したい、尤も其の人員及び會合の都
合等は、口頭にして詳細陳述政きう。」と述べてゐるが、文部省が次の商議委員規程六催の訓令を出したのは、同
一一十一年一一一月二十一一一日のことである。
商
議
委
員
規
程
第一催本校重要ノ事件ヲ商議スル爲〆商議委員ヲ置ク
第二條商議委員ハ三名以上七名以下トシ學校長ノ推薦一一依り文部大臣之ヲ命ス
第三催商議委員ノ會議二附スヘキモノハ學科課程重要ノ諸規則経費ノ豫算共他本校ノ利害ノ蛸長二開スル事
項トス但學校長ノ見込一一依り尚此他ノ事項ヲ會議二附スルコトヲ得’
第四催商議委員會ノ議案ハ學校長之ヲ提出スルモノトス
iｌ 第三章新校建築と其後の第五高等中學校
に限り、規則に従って賃付けたものである。
第
三
節
本
校
設
置
医
域
内
各
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協
議
會
竝
に
各
縣
経
費
分
捲
等
一四六
